
令和７年度公益財団法人奈良県学校給食会事業報告書

Ⅰ 法人の概況
１ 設立年月日

昭和32年６月14日 財団法人奈良県学校給食会設立
平成24年４月１日 公益財団法人奈良県学校給食会に移行

２ 目 的（定款 第３条）
この法人は、学校教育活動の一環として実施される学校給食に対して、学校給食用

物資の安定供給及び学校給食の普及充実に関する事業並びに学校給食を通じた食育の
支援を行い、もって児童及び生徒の心身の健全な発達に寄与することを目的とする。

３ 事 業（定款 第４条）
(1) 学校給食の支援に関する事業
(2) その他この法人の目的を達成するために必要な事業

４ 所管官庁に関する事項
奈良県総務部

５ 主たる事務所
奈良市登大路町30 奈良県教育委員会事務局内

６ 役員等に関する事項（令和７年６月11日現在）
(1) 評議員 ７名

役職名 氏 名 所 属 ・ 職 名
評議員 高田 大介 奈良県教育委員会事務局体育健康課 課長補佐
評議員 東畠 代次郎 生駒市立生駒台小学校 校長（奈良県小学校長会）
評議員 荒木 篤人 王寺町立王寺北義務教育学校 校長（奈良県中学校長会）
評議員 山田 早智 奈良県ＰＴＡ協議会 副会長
評議員 矢野 賀久 奈良市立伏見小学校 校長（奈良県学校給食指導研究会）
評議員 油谷 知之 葛城市学校給食センター所長（奈良県学校給食センター連絡協議会）
評議員 廣川 伊希子 上牧町立上牧中学校 栄養教諭（奈良県学校給食栄養研究会）

(2) 理 事 ７名
役職名 氏 名 所 属 ・ 職 名
理事長 大石 健一 奈良県教育委員会 教育長
常務理事 植村 哲行 公益財団法人奈良県学校給食会
理 事 伊勢 和彦 天理市教育委員会 教育長（奈良県都市教育長協議会）
理 事 植村 佳央 広陵町教育委員会 教育長（奈良県町村教育長会）
理 事 森岡 和久 下北山村教育委員会 教育長（奈良県町村教育長会）
理 事 玉井 典子 学校法人冬木学園 畿央大学 准教授
理 事 辻本 裕明 公益財団法人奈良県学校給食会 事務局長

(3) 監 事 ２名
役職名 氏 名 所 属 ・ 職 名
監 事 工藤 奈穂美 奈良県立奈良養護学校 校長（奈良県特別支援学校長会）
監 事 瀧本 裕樹 瀧本会計事務所 税理士（学識経験者）



７ 職員に関する事項
（職 員 数）男子３名 女子１名 合計４名 （前期末比増減）増減なし
（平均年齢）49歳 （平均勤続年数）13年

Ⅱ 会議に関する事項
１ 評議員会

定時評議員会
開催年月日・開催場所 事項 議 事 内 容

決議 令和６年度事業報告について
令和７年６月11日 （水） 決議 令和６年度決算報告について

決議 任期途中の辞任に伴う評議員候補者の推薦について
奈良市 リガーレ春日野 報告 理事長及び常務理事の職務の執行状況について

報告 令和７年度事業計画について
報告 令和７年度予算について

２ 理事会
第１回通常理事会
開催年月日・開催場所 事項 議 事 内 容

決議 令和６年度事業報告について
令和７年５月23日 （金） 決議 令和６年度決算報告について

決議 令和７年度定時評議員会の招集について
奈良市 リガーレ春日野 決議 令和７年度評議員選定委員会委員の選任について

決議 任期途中の辞任に伴う評議員候補者の推薦について
報告 理事長及び常務理事の職務の執行状況について

第１回臨時理事会（書面決議）
開催年月日・開催場所 事項 議 事 内 容

令和７年８月25日（月） 決議 公益財団法人奈良県学校給食会特定資産「価格調整金積立金
書面開催 引当資産」の使用について

第２回通常理事会
開催年月日・開催場所 事項 議 事 内 容

決議 令和８年度事業計画について
令和８年３月16日（月） 決議 令和８年度予算について

決議 令和８年度資金調達及び設備投資について
奈良市 リガーレ春日野 決議 令和８年度役員賠償責任保険契約について

決議 公益財団法人奈良県学校給食会中期経営計画の策定について
報告 理事長及び常務理事の職務の執行状況について

３ 監事会
開催年月日・開催場所 事項 議 事 内 容

令和７年５月15日（木） 監査 令和６年度業務監査（事業実施報告）
奈良市 奈良県庁 令和６年度会計監査（経理、決算関係）

４ 評議員選定委員会
開催年月日・開催場所 事項 議 事 内 容

令和７年６月11日（水） 決議 公益財団法人奈良県学校給食会の評議員選出について
奈良市 リガーレ春日野



Ⅲ 事業の実施状況
学校給食の支援に関する事業（公１）
１ 学校給食用物資の安定供給に関する事業（公１－１）

児童、生徒に対して安全で安価な学校給食用物資を県内同一価格で安定供給する。
(1) 物資の安全確保
(a) 物資の検査

学校給食用物資の安全を確保するため、残留農薬検査・DNA検査・重金属検査
・鮮度判定検査・品質検査・製品検査・パン抜取検査等を実施
(ｱ) 学校給食用米穀

検査内容 検体 検査需要月
品質検査 玄米・精米 毎月
残留農薬検査（300項目） 玄米
DNA検査
鮮度判定検査 ４月・９月・10月・11月・１月
重金属検査 カドミウム 精米

ヒ素
(ｲ) 学校給食用パン用小麦粉

検査内容 検査需要月
品質検査 毎月
残留農薬検査（300項目）＋グリホサート ４月・９月・11月・１月

(ｳ) 学校給食用米粉ミックス粉
検査内容 検査需要月

残留農薬検査（300項目） ４月・９月・11月・１月
【検査結果】
いずれの物資も本会が定める品質規格に適合し、基準値を超える農薬等は検出され

なかった。
(ｴ) 学校給食用パン
検査方法 内容等
抜取検査 学校給食用パンの品質改善に資するため公益財団法人奈良県学

校給食会(以下「本会」という)と奈良県教育委員会が実施主体と
なり、全ての学校給食用パン委託加工指定工場のパンについて無
作為抽出し、原則年１回以上実施。
検査結果は、関係機関等（市町村教育委員会、関係学校、学校

給食用パン委託加工指定工場）に通知。
【実施状況等】
① 実施日、場所

令和７年11月20日（木）、奈良県立教育研究所
② 概要

一般社団法人日本パン技術研究所の並木利文氏にパンの品質検査を依頼し、
指定した学校の設置市町村教育委員会の担当者９名とともに、持参したパンに
ついて講義をうけながら審査を行った。
検査の結果、全ての委託加工工場９社のパンについて学校給食用パンとして

適正な品質であることが確認できた。（優５社、良４社、可・不可は該当なし）
※評価基準
審査項目10項目についての得点を合計し、最高品質は85点として、下記のと

おり品質を判定する。
優…80点以上 良…75以上80点未満 可…70点以上75点未満 不可…70点未満



(b) 指定工場衛生管理研修会
① 目 的

本会指定学校給食用パン委託加工工場及び学校給食用米穀炊飯工場等を対
象に研修等を行い、衛生管理についての理解を深め学校給食の充実を図る。

② 対 象
本会指定の学校給食用パン委託加工工場・米穀炊飯委託工場・米穀精米加

工等委託工場の関係者 25名
③ 実施日、場所

令和７年７月29日（火）、リガーレ春日野
④ 実施内容

講演 「衛生管理について」
～食品衛生７Ｓ（整理・整頓・清掃・洗浄・殺菌・躾・清潔）の構築～

講師：株式会社角野品質管理研究所 代表取締役 角野久史氏

(c) 指定工場の立入調査・衛生管理指導
① 目 的

衛生管理面を含め学校給食用物資委託加工指定工場等の立入調査・衛生管
理指導等を行い、各工場等における施設設備の改善や衛生管理における指導
の徹底を図る。

② 対 象
学校給食用パン委託加工工場（９工場）・米穀炊飯委託工場（７工場）・米

穀精米加工委託工場（２工場）
③ 実施日、場所

１回目：令和７年７月～８月、対象全ての工場
２回目：令和７年11月～12月、令和８・９年度に委託指定を申請したパン

加工工場（８工場）及び米穀炊飯工場（７工場）
④ 実施内容

本会の指定する工場等の立入調査・衛生管理指導を実施し、施設設備、事
務処理状況、従業員の健康管理、在庫の点検等を行った。

(d) 委託加工工場従業員の検便検査の実施
① 目 的

学校給食による食中毒等の発生を防止する。
② 対 象

学校給食用パン委託加工工場・米穀炊飯委託工場の全従業員
③ 実施日、場所等

毎月１回・検体を各工場で回収し、専門機関に提出して検査を実施
④ 実施内容

対象者に対し実施もしくは義務付けた検査（腸管出血性大腸菌・赤痢菌・
サルモネラ菌）報告は毎月本会で確認を行った。検査の結果、陽性が出た場
合には、本会が定めた手順にしたがって対応した。



(2) 物資の安定供給
(a) 学校給食対象学校及び対象人員

(b) 物資供給明細
物 資 名 数 量 金 額 内 容 等

米 穀 916,672.80kg 561,471,087円 令和６年度産

奈良県産新米ヒノヒカリ（ビタミン強化）２等

令和７年産

奈良県産新米ヒノヒカリ（ビタミン強化）３等他

あっという米 1,428袋/10kg･7kg 10,786,105円 島根県産米他

パン用小麦粉 12,394袋/25kg 237,965,775円 奈良県産(10%)、カナダ産(50%以上)、アメリカ産のブ

レンド小麦

米粉ミックス粉 2,150袋/20kg 18,137,400円 奈良県産米と給食用規格パン用小麦粉をブレンド

脱 脂 粉 乳 666袋/25kg 12,900,420円 オセアニア産（関税免除）

精 麦 895袋/20kg 5,271,550円 福井県、石川県、富山県産大麦

その他物資(缶・袋) 41,359缶･袋 44,862,447円 大豆製品、冷凍うどん、大和まな他

〃 (1個) 488,456個 26,914,573円 柿、ゼリー、ジャム、米粉製品他

緊急対応物資 303箱 4,093,800円 救給カレー他

合 計 922,403,157円

(3) 価格
(a) 学校給食用物資価格等諮問調査会
① 目 的

本会が取扱う学校給食用パン価格及び米飯価格並びに委託炊飯加工賃等につ
いて調査・研究を行い、本会理事長の諮問に応じる。

② 委 員
以下の６名で構成
・公益財団法人奈良県学校給食会役員等（評議員）
・奈良県教育委員会事務局体育健康課（課長）
・学校給食センター所長（奈良県学校給食センター連絡協議会長）
・学校給食実施学校長(奈良県学校給食指導研究会長）
・栄養教諭（奈良県学校給食栄養研究会長）
・学識経験者（公益社団法人奈良県栄養士会副会長）

③ 実施日、場所
令和８年３月５日(木)、リガーレ春日野

④ 諮問内容
・学校給食用パン価格（60g規格） 51円95銭以内
・学校給食用通常精米（１kg） 794円00銭以内
・学校給食用通無洗米（１kg） 797円00銭以内
・委託炊飯価格加工賃（１食） 39円10銭以内

※ただし、精米価格は令和７年産精米に限る。

小 学 校 180 校 65,600 人 180 校 65,600 人 0 校 0 人
中 学 校 91 校 31,500 人 91 校 31,500 人 0 校 0 人

義務教育学校 9 校 3,000 人 9 校 3,000 人 0 校 0 人
特別支援学校 9 校 2,200 人 9 校 2,200 人 0 校 0 人

合    計 289 校 102,300 人 289 校 102,300 人 0 校 0 人

年度比較(増減)令和７年度令和６年度
区　　分

人    員学 校 数人    員学 校 数 学 校 数 人    員



(b) (一社)全国学校給食推進連合会や学校給食会近畿ブロックによる物資共同購入
の推進
精麦、強化米、あっという米、脱脂粉乳、ショートニング、砂糖などについ

て、共同購入によるスケールメリットをいかし低価格で購入した。

(4) 地場産物等
(a) 「大和の学校給食」支援事業
① 目 的

奈良県の地場産物を使用した学校給食を「大和の学校給食」として、その実
施を支援することにより、児童生徒や教職員・保護者等にその意義の理解と関
心を深めながら、地場産物活用の促進を図る。

② 対 象
県内の市町村教育委員会及び学校給食実施国・県立学校

③ 実施期間
令和８年１月の１か月間

④ 実施内容
事業実施期間内に本会指定の地場産物開発商品「大豆水煮」または「奈良の

カレールウ(粉末)」を学校給食に使用した市町村及び学校給食実施国・県立学
校に、その商品の費用の一部を補助した。

商品名 申請市町村等数 売上数 備 考

大豆水煮 25 957袋
いずれも内容量1袋あたり1000g

奈良のカレールウ(粉末) 23 391袋

２ 学校給食の普及充実及び食育の支援に関する事業（公１－２）
奈良県教育委員会や関係機関、団体と協力し、行政関係者や校長、栄養教諭等、学

校給食調理員等の学校給食関係者を対象として研修会や講習会を開催し、関係者の資
質向上や調理技術の向上に寄与する。また、学校における食育指導の中核となる栄養
教諭等に対して食育支援事業を行い、奈良県全体の食育推進を支援する。
(1) 研修会や講習会等の実施
(a) 学校給食担当者会議(共催：奈良県教育委員会)
① 目 的

年度当初に学校給食に係る事務手続等について各担当部署から説明し、各市
町村等担当者の円滑な事務遂行に資する。

② 対 象
市町村教育委員会学校給食担当者等

③ 実施日、場所
令和７年４月３日（木）、奈良県立教育研究所

④ 実施内容
(ｱ) 学校給食事務について（本会、奈良県教育委員会事務局体育健康課）
(ｲ) 学校給食用牛乳の供給について（奈良県食農部畜産課、奈良県牛乳協会）

⑤ 参加者数
41名（欠席者には資料を送付）



(b) 栄養教諭・学校栄養職員等研修会（共催：奈良県教育委員会）
① 目 的

学校における食育の推進を図るとともに安全な学校給食の実施を目指し、食
育の推進と給食管理の中心的な役割を担う栄養教諭・学校栄養職員等の資質の
向上に役立てる。

② 対 象
栄養教諭・学校栄養職員

③ 実施日、場所
令和７年７月３日（木）、奈良県立教育研究所

④ 実施内容
講 義 「学校給食における給食管理と食育推進について」

奈良県教育委員会事務局体育健康課 指導主事 結城 玲奈
講 演 「衛生管理に関するグループワーク」

奈良県教育委員会事務局体育健康課 指導主事 結城 玲奈
⑤ 参加人数

110名

(c) 栄養教諭・学校栄養職員等（夏期）研修会
（共催：奈良県学校給食指導研究会、奈良県学校給食栄養研究会）

① 目 的
県内における学校給食及び食育の推進・充実を図るとともに会員の資質の

向上に資する。
② 対 象

奈良県学校給食栄養研究会会員（県内の栄養教諭・学校栄養職員・ＯＢ）
③ 実施日、場所

令和７年７月25日(金)、奈良県産業会館
④ 実施内容

講 演 「小児栄養管理過去・現在・今後～栄養支援によりこどもたちの
Wellbeingとこどもまんなか社会を実現する～」

講 師 （地独）大阪府立病院機構 大阪母子医療センター臨床検査科主
任部長 大阪府移行期医療支援センター長
医学博士 位田 忍

実践報告 「研究授業方式による衛生管理研究について」
斑鳩町立斑鳩東小学校 栄養教諭 羽間 つかさ
田原本町立田原本小学校 学校栄養職員 森田 恵未子

衛生管理グループワーキング
⑤ 参加人数

103名

(d) 奈良県学校給食センター連絡協議会所長等研修会
（共催：奈良県学校給食センター連絡協議会）

① 目 的
学校給食用物資の製造やその安全対策について研修すると共に、関係職員の

資質向上に資することを目的とする。
② 対 象

奈良県学校給食センター連絡協議会会員
③ 実施日、場所

令和７年８月18日(月)、
宇陀市立学校給食センター・うだジビエファクトリー

④ 実施内容
先進地視察、工場見学

⑤ 参加人数
20名



(e) 特別支援学校給食指導研究会研修会（共催：特別支援学校給食指導研究会）
① 目 的

安心・安全でおいしい給食の実施を目指し、栄養教諭および学校栄養職員、
調理従事員の資質の向上を図るとともに、衛生管理の徹底を期する。

② 対 象
県内特別支援学校栄養教諭・学校栄養職員・調理従事員等

③ 実施日、場所
令和７年８月８日（金）、ダイヤコスモ株式会社桜井営業所

④ 実施内容
調理研修 「スチームコンベクションオーブンを利用した献立の工夫等に

ついて」
講 師 ダイヤコスモ株式会社 岡村
衛生研修 「衛生管理について」
意見交換会（班別） 「異物混入防止、アレルギー対応の工夫等」

⑤ 参加人数
35名

(f) 奈良県学校給食研究大会（共催：奈良県教育委員会）
① 目 的

学校における食育を推進する上で重要な役割を担う学校給食の在り方につい
て研修を深め、学校給食関係者の資質の向上を図る

② 対 象
市町村教育委員会及び学校給食センター関係者、学校給食実施校の校長・教

頭・教職員・栄養教諭・学校栄養職員、学校給食調理員及びその他学校給食関
係者

③ 実施日、場所
令和７年８月20日(水)、橿原市立かしはら万葉ホール

④ 内 容
講 義 「学校給食における衛生管理について」

奈良県教育委員会事務局 体育健康課 指導主事 結城 玲奈
講 演 「奈良県の農業の現状と食の未来について」
講 師 奈良中央青果株式会社 代表取締役社長 岡田 憲二
表 彰

学校給食功労者表彰 栄養教諭２名
永年勤続表彰 学校給食調理員３名

⑤ 参加人数
397名

(g) 栄養教諭・学校栄養職員等（料理）研修会
（共催：奈良県学校給食指導研究会、奈良県学校給食栄養研究会）

① 目 的
県内における学校給食及び食育の推進、充実を図るとともに学校給食栄養研

究会会員の資質の向上に資する。
② 対 象

奈良県学校給食栄養研究会会員(県内の栄養教諭、学校栄養職員、ＯＢ）
③ 実施日、場所

令和７年11月27日（木）、リガーレ春日野
④ 実施内容

調理実習 「柿の葉すし 手作り体験」
講 演 「柿の葉すしのルーツを学ぶ」
講 師 株式会社柿の葉すしたなか 代表取締役社長 田中 妙子
学校給食献立コンテスト表彰

⑤ 参加人数
83名



(h) 奈良県学校給食献立コンテスト～我が町・我が校の自慢献立～
（共催：奈良県学校給食指導研究会、奈良県学校給食栄養研究会）

① 目 的
(ｱ) おいしくて栄養バランスのとれた学校給食の献立の充実を図る。
(ｲ) 各校の自慢献立を通した交流により、県内における学校給食内容の充実
及び食育の推進を図る。

② 対 象
奈良県学校給食栄養研究会会員

③ 実施日、場所
令和７年11月27日（木）に実施した栄養教諭・学校栄養職員等（料理）研修

会で表彰
④ 実施内容

奈良県学校給食栄養研究会会員全員が一人一献立を提出し、会員全員による
投票で５つの観点から下記の表彰を実施
【季節彩り賞】季節を感じられる献立

受賞者：川西町立川西小学校
【サンシャイン地産地消賞】地場産物や地元食材を積極的に使用している献立

受賞者：山添村立学校給食センター
【食文化継承賞】和食や世界の料理など食文化を意識した献立

受賞者：宇陀市立学校給食センター
【減塩アイデア賞】減塩を意識した献立

受賞者：大和高田市立陵西小学校
【栄養満点で賞】カルシウムや鉄分、食物繊維を充足させるために工夫した献立

受賞者：天川村立天川小中学校

(i) 奈良県健康教育研究大会
（主催：奈良県健康教育研究会、奈良県安全教育研究協議会、奈良県学校給食
指導研究会、奈良県学校保健主事会、奈良県養護教育研究会、奈良県学校給
食栄養研究会、共催：奈良県教育委員会、奈良県学校保健会）

① 目 的
心身ともに健康な幼児・児童・生徒を育成するため、学校保健・学校安全・

学校給食等の研究実践を共有し、当面の諸問題について研修を深め、本県健康
教育の進展を図る。

② 対 象
教職員、調理員、 PTA会員、学校医、学校歯科医、学校薬剤師、市町村教育

委員会関係者
③ 実施日、場所

令和７年12月11日（木）、奈良県立教育研究所
④ 実施内容

実践発表 「チーム十津川で取り組む防災教育」
十津川村立十津川第二小学校 森本 康介、大野 萌、簾 杏実

記念講演 「被災地における支援活動の在り方、災害時に求められる支援内
容について」

講 師 震災・学校支援チーム（EARTH）員
〔兵庫県教育委員会 教育企画課内〕

⑤ 参加人数
135名



(j) 奈良県学校給食栄養研究大会
（共催：奈良県教育委員会、奈良県学校給食指導研究会、奈良県学校給食栄養
研究会）

① 目 的
会員及び教職員等の資質の向上を目指し、学校における食育の推進及び学校

給食の充実推進を図る。
② 対 象

栄養教諭、学校栄養職員、学校栄養士、学校に勤務する給食・食育担当者、
市町村教育委員会に勤務する栄養士及び市町村教育委員会関係者

③ 実施日、場所
令和８年２月26日(木)、奈良県立教育研究所及びオンライン

④ 実施内容
奈良県立教育研究所及びオンラインミーティング（ハイブリッド開催）
研究発表
【奈良ブロック】
「美味しく適切な量を食べられる子の育成を目指して」

～学校給食を中心とした楽しい食育の取組～
奈良市立六条小学校 栄養教諭 宮地 有美

【郡山ブロック】
「個別的な相談指導における取組」
～健康課題の改善に「やま小健康教室（YKK）の実施～
山添村立やまぞえ小学校（山添村立学校給食センター）
栄養教諭 大勝 千歌

【桜井ブロック】
「安心安全の食物アレルギー対応を目指して」
～子どもを中心にした家庭、学校、給食センターの連携体制づくり～
桜井市立桜井南小学校（桜井市立学校給食センター）
栄養教諭 辻内 和代

【葛城ブロック】
「食物アレルギー対応から危機管理意識の向上を目指して」
～「子どもの命を守るために」河合町の取組～
河合町立河合第二小学校 栄養教諭 前川 千恵

指導講評 奈良県教育委員会事務局体育健康課 指導主事 結城 玲奈
⑤ 参加人数

120名

(k) 全国学校給食週間における奈良県事業
① 目 的

全国学校給食週間を、学校給食の意義や役割を児童生徒や教職員、保護者地
域住民等の理解と関心を深めるための機会ととらえ、食育活動を推進し、学校
給食の一層の充実と発展を図る。

② 対 象
県内の市町村教育委員会及び学校給食実施国・県立学校県内学校給食関係者

③ 実施日、場所
令和８年１月、県内学校給食実施校

④ 実施内容
(ｱ) 「大和の学校給食」支援事業（再掲）
(ｲ) 学校給食試食会（共催：奈良県教育委員会）
【目 的】
地場産物の普及・活用の促進及び児童の食育の推進を図る。



【実施日、場所】
令和８年１月30日（金）、
宇陀市立学校給食センター・宇陀市立榛原小学校

【実施内容】
宇陀市立学校給食センター見学後、榛原小学校において、児童とともに奈

良県産の食材を使用した学校給食を試食した。
【試食会参加者】
奈良県教育委員会教育長、宇陀市教育委員会教育長、奈良県教育委員会事

務局体育健康課課長ほか２名、本会常務理事ほか１名

(2) 教材や検査機器等の無償貸出
(a) レプリカ（奈良県版年代別学校給食献立、奈良に伝わる郷土料理）の無償貸
出

(b) 衛生管理のための検査機器の無償貸出（簡易ふらん器、拭取り検査器具、塩
分計、手洗いチェッカー）及び関係消耗品の無償提供

(3) 学校給食関係団体や関係者との協力
(a) 地場産物活用事業及び献立研究
・地場産物開発商品を活用した「大和の学校給食」支援事業(再掲)
・学校給食献立コンテスト（共催：奈良県学校給食栄養研究会）（再掲）

(b) 学校給食関係機関及び団体に対する助成及び事業連携
助成及び事業連携した機関及び団体（具体的な内容は「２ 学校給食の普及

充実及び食育の支援に関する事業 (1)に記載」）
(ｱ) 奈良県学校給食指導研究会

（学校給食実施学校長や給食主任、栄養教諭等が参加する研究会）
(ｲ) 奈良県特別支援学校給食指導研究会

（奈良県立特別支援学校の校長及び栄養教諭等が参加する研究会）
(ｳ) 奈良県学校給食センター連絡協議会

（市町村学校給食センターが参加する協議会）
(ｴ)奈良県学校保健会（学校健康教育関係者が参加する会）
(ｵ)奈良県学校給食栄養研究会（栄養教諭及び学校栄養職員が参加する研究会）

(c) 学校給食に関する情報の収集とホームページ等を通じた情報の提供(随時)
・学校給食に係る国や県等の情報収集と提供
・公益財団法人奈良県学校給食会の実施する事業等の情報提供及び情報公開

(4) 広報活動
(a) 学校給食功労者表彰及び永年勤続表彰
(ｱ) 学校給食功労者表彰
① 目 的

学校給食の充実と発展に貢献のあった栄養教諭及び学校栄養職員の労に
報いるため、本会理事長表彰を行う。

② 対 象
ⅰ 奈良県の栄養教諭及び学校栄養職員として原則10年以上勤務した者
ⅱ 奈良県の学校給食の充実と発展に顕著な貢献があったと認められる者
③ 実施日、場所

令和７年８月20日(水)、橿原市立かしはら万葉ホール
④ 実施内容

栄養教諭２名に対し、奈良県学校給食研究大会において表彰状・記念品
を授与した。



(ｲ) 永年勤続表彰
① 目 的

学校給食における現場業務に永年従事する学校給食調理員（以下「調理
員」という）の労に報じるため、本会理事長から感謝状並びに記念品を贈
呈する。

② 対 象
市町村教育委員会教育長または国・県立学校長から報告のあった調理員

として20年以上勤務している者
③ 実施日、場所

令和７年８月20日(水)、橿原市立かしはら万葉ホール
④ 実施内容

学校給食調理員３名に対し、奈良県学校給食研究大会において表彰状・
記念品を授与した。

(b) 奈良県及び奈良県教育委員会等との共催事業等を通じた学校給食普及事業
・いのちの作文コンクール（奈良県教育委員会）
・食育推進会議(奈良県福祉保険部医療政策局)
・学校給食等への関西広域連合域内特産物農林水産物の提供事業（奈良県食農
部)

・奈良県学校給食用牛乳推進協議会への参加及び事業の推進

(5) 中央機関等が主催する主な事業への参加
事 業 名 期 日 等 開催地 主 催

東海・北陸・近畿ブロック学校給食研究協議会 ５月30日 兵庫県 文部科学省、兵庫県

(一社）全国学校給食推進連合会定時社員総会 ６月26日 東京都 (一社)全国学校給食推進連合会

近畿ブロック学校給食会連絡協議会 ７月18日 滋賀県 （公財）滋賀県学校給食会

（一社）全国学校給食推進連合会初任者研修会 ７月24、25日 東京都 (一社)全国学校給食推進連合会

第２回全国学校給食・栄養教諭等研究協議大会 ８月５、６日 茨城県 文部科学省他

（一社）全国学校給食推進連合会実務担当者研修会 12月５日 ｵﾝﾗｲﾝ開催 (一社)全国学校給食推進連合会

全国学校給食週間事業 １月24～30日 各都道府県 文部科学省

近畿ブロック学校給食会連絡協議会 ２月17日 大阪府 （公財）大阪府学校給食会

（一社）全国学校給食推進連合会臨時社員総会 ３月13日 東京都 (一社)全国学校給食推進連合会

Ⅳ 運営体制の充実を図るための取組
１ 評議員選定委員会

理事等からの実質的な影響力行使を排除した評議員選定委員会を設置し、評議員を
選定する。

２ 中期経営計画の策定
中期経営計画に基づき、本会が自ら将来の方向性を明確にし、計画的に事業を運

営することにより、法人としての使命である学校給食の安定供給・食の安全・食育
の推進などを持続的・安定的に果たす。

Ⅴ 法人の課題
１ 地場産物活用方策等に関する調査研究及び地場産物商品の開発と供給
(1) 学校給食用物資開発等調査会による新規商品の開発及び県産食材の確保
(2) 奈良県食農部豊かな食と農の振興課、奈良県教育委員会事務局体育健康課、奈良
県農業協同組合、公益財団法人奈良県学校給食会と市町村等の協力による地場産物
供給体制の整備及び充実
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